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6,600円（税・送料込）
5,500円（税・送料込）
プレミアム会員（シニア）満 65 歳以上

プレミアム会員

◆紙版と電子版のご購読会員
年間購読１年間12冊

◆電子版のみのご購読会員（紙版は送付されません）
地図倶楽部会員

一般会員
一般会員（シニア）
学生会員

会費（税込）

5500 円
4400 円
2200 円

なし

入会資格

満 65 歳以上

学生または 18 歳未満の方

地図倶楽部事務局
map-club@jmc.or.jp   03-3485-5417

地図倶楽部
１冊　880円（税込）

月
刊
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《地図教育の道具箱 39》 現代中等地理教育に生きる山崎直方の偉業 坂口　克彦 46
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《表紙》《表紙》
背景図：山﨑直方による八ヶ岳火山付近の地質図、上段（左）：文部大臣からドイツ留学の命、（中）『山﨑直方論文集』冒頭に載る荒井陸男による肖像画、山﨑背景図：山﨑直方による八ヶ岳火山付近の地質図、上段（左）：文部大臣からドイツ留学の命、（中）『山﨑直方論文集』冒頭に載る荒井陸男による肖像画、山﨑
家住宅所蔵、（右上）：日本地理学会百周年のロゴ、（右下）：地理学評論１巻１号の表紙、下段（左）：山﨑による浅間山のスケッチと噴石薄片図（地質学雑誌１家住宅所蔵、（右上）：日本地理学会百周年のロゴ、（右下）：地理学評論１巻１号の表紙、下段（左）：山﨑による浅間山のスケッチと噴石薄片図（地質学雑誌１
巻）、（右）『西洋又南洋』に掲載のエジプトでラクダに乗る山﨑、1922年巻）、（右）『西洋又南洋』に掲載のエジプトでラクダに乗る山﨑、1922年

 『時層地図』は、同じ場所の古地図と現代
の地図、過去に撮影された空中写真を切り
替えて見比べることができるスマートフォ
ン・タブレットアプリ。過去につくられた
地図や空中写真を重ねて見ることで、地層
のように土地の変遷を知ることができる、
街歩きには欠かせない大人気の地図アプリ
です。

『東京時層地図』は、「文明開化期」「明
治のおわり」「関東地震直前」「昭和戦前期」

「高度成長前夜」「バブル期」と 6 時期の古
地図のほか、過去撮影の空中写真に現代の
地図・空中写真などを加えた 19 種類を収
録しています。

iPhone 版と iPad 版、Android 版があり、
それぞれで古地図の収録範囲が異なりま
す。詳細はウェブサイトでご確認ください。

（2023.9） https://www.jmc.or.jp/

価格（買い切り）
1,900円（税込）

価格（買い切り）
2,500円（税込）

価格（定期購読）
1週間110円, 1ヶ月220円, 1年860円（税込）

iPhoneiPhone iPadiPad AndroidAndroid

https://www.jmc.or.jp/digital/app/iphone-tokyo-index/ https://www.jmc.or.jp/digital/app/ipad-tokyo-index/ https://www.jmc.or.jp/digital/app/android-tokyo-index/

東 京 時 層 地 図
Tokyo JISOU MAPS

一般財団法人日本地図センター

為替レート変動等を理由に
Apple inc. および Google LLC が
価格を変更する場合があります。
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特集　特集　日本近代地理学の祖・山﨑直方日本近代地理学の祖・山﨑直方

日本の近代地理学の祖 日本の近代地理学の祖 山山
や ま さ きや ま さ き

﨑﨑直直
な お ま さな お ま さ

方方

と山﨑芳男氏に寄稿いただいた。
ここで、山﨑直方が残した地理学

上の功績や業績のほか挿話などを語
りつくすことはとてもできないが、
その一片なりとも紹介すべく本誌の
特集を構成してみた。

日本地理学会は、今年・2025 年
３月で創立 100 年を迎えたが、現
在の地理学に関わる人たちのなかで
も、その創設者の名が忘れられつつ
ある時期にきていることは否めな
い。山﨑直方こそは日本の近代地理
学の祖であり、地理学の発展にその
生涯を費やした功労者なのである。
山﨑直方は 1870 年（明治３年）

高知に生まれ、第三高等中学校を経
て 1895 年、帝国大学理科大学地質
学科卒業。1898 ～ 1902 年にドイ
ツのボン大学およびオーストリアの
ウィーン大学へ留学した。帰国後は
高等師範学校教授に就任後、東京帝
国大学理学部教授を兼任した。理学
部地質学教室に長く在職した後、
1919 年には東京帝国大学理学部に
地理学教室が開設され主任教授に就
いた。地理学徒の育成のかたわら、
1925 年に日本地理学会を創設し初
代会長となった。在職中の 1929 年
（昭和４年）７月に 59歳で没した。

山﨑の研究業績は、卒業論文で取
り組んだ妙高山のほか浅間山・八ヶ
岳などの火山研究に始まり、各地の
地質や各種の地形の状況、第四紀に
起こった諸現象や天然記念物山﨑圏
谷（カール）として知られる氷河地
形、地震や変動地形から、人文地理
や地誌、さらには地理教育にまでも

及んでいて、著作数は 320 篇以上
もある。それらのうち主要な業績
は、没後に編纂された『山崎直方論
文集』（古今書院 1930, 1931）に収
められている。
このほか 1903 年から 1915 年に

かけて、『大日本地誌』全 10 巻の膨
大な資料の編纂に尽力した。1916
年には奈良正倉院所蔵の資料を調査
して我が国最古の地図を見出した。
内外の地図のコレクションも相当数
あり、それらは東京大学本郷キャン
パスに保管されている。また、所蔵
していた図書類や資料などは「山﨑
文庫」として東京大学柏キャンパス
に置かれている。
ウィーン大学でA. ペンク教授に

師事して以降、万国地理学会議や万
国地質学会議での発表、また 1926
年に東京で開かれた汎太平洋学術会
議では幹事を務めた。その間、来日
した多くの外国人地理学者を迎え
た。1922 年 の 国 際 地 理 学 連 合
（IGU）設立にも参画し、その副会長
に就任した。
山﨑が 47 歳になった 1917 年に

建てられた「山﨑家住宅」は文京区
小石川に現存し、登録文化財に指定
されている。今回、その住宅と山﨑
家に残されている直方所縁の品々な
どについて、実孫である山﨑和男氏

特集編集委員特集編集委員

1913（大正２）年７月10日　帝国大学地質学教室卒業式での記念写真．1913（大正２）年７月10日　帝国大学地質学教室卒業式での記念写真．
山﨑家住宅所蔵．前列左から，山﨑直方（地理学講座教授），神保小虎（地山﨑家住宅所蔵．前列左から，山﨑直方（地理学講座教授），神保小虎（地
質学第三講座教授），小藤文次郎（地質学第一講座教授），横山又次郎（地質学第三講座教授），小藤文次郎（地質学第一講座教授），横山又次郎（地
質学第二講座教授）．質学第二講座教授）．

東郷元帥と戦艦主砲塔前での記念写真．山﨑家住宅所蔵．東郷元帥と戦艦主砲塔前での記念写真．山﨑家住宅所蔵．
左から，小笠原長生，東郷平八郎，山﨑直方．1916年に山﨑が東宮御学門左から，小笠原長生，東郷平八郎，山﨑直方．1916年に山﨑が東宮御学門
所御用掛に就任し，その総裁だった東郷と交流が生まれた．山﨑家住宅に所御用掛に就任し，その総裁だった東郷と交流が生まれた．山﨑家住宅に
育つ月桂樹の庭木は東郷から恵贈されたものと伝えられる．育つ月桂樹の庭木は東郷から恵贈されたものと伝えられる．

山﨑直方肖像画（荒井陸男筆）．山﨑家住宅山﨑直方肖像画（荒井陸男筆）．山﨑家住宅
所蔵．荒井は軍事絵画を多く描いた洋画家所蔵．荒井は軍事絵画を多く描いた洋画家
で，『山崎直方論文集 前編』（1930年 古今で，『山崎直方論文集 前編』（1930年 古今
書院刊）冒頭に載る肖像画も荒井筆．書院刊）冒頭に載る肖像画も荒井筆．

特集編集委員特集編集委員

現存する山﨑家住宅に居住されて
いる山﨑芳男氏と久保純子が早稲
田大学関係でつながりを得たこと
に始まり、山﨑和男、芳男両氏の
協力のもとに、2025年３月の日
本地理学会春季学術大会で、久保
と清水長正・橋詰直道の３名が山
﨑直方の多磨霊園の墓所と山﨑家
住宅を訪ねる巡検を実施した。そ
うした流れから、今般この特集を
企画することに至った。
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山﨑直方の地図・地形スケッチ山﨑直方の地図・地形スケッチ

山﨑直方は地図に関しても思い入
れがあり（本誌 14 ～ 17 ページ）、
地質学雑誌 14巻（1907 年）の雑報
に「（帝国大学）地質学科、当学年に
於ける担当教官及び課程　地理学及

久久
く ぼく ぼ

保保　　純純
す み こす み こ

子子・・清清
し み ずし み ず

水水　　長長
ちょうせいちょうせい

正正

図１　大島地図（×0.65）と断面図（×0.80）（山崎1896）図１　大島地図（×0.65）と断面図（×0.80）（山崎1896）

図学実習　山﨑講師」と記録がある。
山﨑による地質学研究の初期の

テーマは火山地質で、妙高山・伊豆
大島・八ヶ岳・浅間山・桜島などの
報告がある。図１は大島火山調査報

文（地質学雑誌第３巻・震災予防調
査会報告第９号、1896 年）のもの
で、まだ地形図の刊行以前である
が、1/10 万帝国図「大島」（1890 年
発行）をもとに地図と地質断面図を
作成している。
図２と図３は 1925 年「関東地震

の地形学的考察」掲載のもので、
1923 年９月１日の関東地震発生時
山﨑は汎太平洋学術会議出席のため
オーストラリア出張中だった。船で
10 月末に帰国後、房総半島や三浦
半島などで現地調査を行い、報告を
作成した。房総半島南部は太平洋と
東京湾の分水界が太平洋のすぐそば
にあり、北へ傾く傾動地塊であると
述べている。相模野台地と多摩丘陵
の境界に断層が描かれたりしてい
るが、淘

ゆ る ぎ
綾丘陵（大磯丘陵）周囲の

断層や、足柄平野東側から相模湾に
続く国

こ う づ
府津・松田断層なども示さ

れ興味深い。相模湾からみた地形の
ブロックダイヤグラムも示されて
いる。
図４は山﨑が大学２年の 1894 年

に東京人類学会雑誌第９巻「貝塚は
何れの時代に造られしや」に示され
たもので、武蔵野台地の断面を示
し、台地上の貝塚と崖下の中里貝塚
は同時期のものとした。1903 年山
﨑・佐藤編『大日本地誌　巻一　関
東』でも「今日の低地は当時概ね海
にして、台地は陸地なれば人は此に
住居して、海に漁り魚介を取りて生
活したる故なるべし」と言及してい
る。これは、後の東木 1926 の有名
な図（貝塚分布から奥東京湾などを
示した）にもつながるもので、山﨑
の指導で東木が完成させたものであ
ろう。
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地図中心 総特集

　毎月 10日発行

地図と学ぶ月刊

バックナンバーのご案内

「地図倶楽部」へのご入会をお待ちしています！   03-3485-5417（事務局）

地図中心

編 集 後 記

地図中心
2025－8　通巻635号
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　　〒153-8522
　　東京都目黒区青葉台4-9-6
　　電話　03-3485-8125
　　FAX　03-3485-5593
　　（月刊「地図中心」編集室）
　　メール   chushin@jmc.or.jp
　　URL   https://www.jmc.or.jp
©一般財団法人日本地図センター
定価 880円（税込）
印刷所 昭栄印刷株式会社
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地図と学ぶ月刊誌

本誌の一部あるいは全部を無断で複写・複製・転載する
ことは、法律で認められた場合を除き、禁じられています。

宿場町として発展した浦和、「鉄道宿場町として発展した浦和、「鉄道
の街」として知られる大宮、人形の町・の街」として知られる大宮、人形の町・
岩槻。そして、見沼田んぼや見沼代用岩槻。そして、見沼田んぼや見沼代用
水が織りなす緑豊かな風景など、多水が織りなす緑豊かな風景など、多
彩な表情をもつ「さいたま市」は、彩な表情をもつ「さいたま市」は、
2026年で誕生 25周年。さいたま市2026年で誕生 25周年。さいたま市
が歩んだ四半世紀の歩みを地図で振が歩んだ四半世紀の歩みを地図で振
り返り、街の魅力に地図で迫ります。り返り、街の魅力に地図で迫ります。

本号特集の山﨑直方博士は、多磨
霊園に眠っています（右図中①、以
下番号のみ）。多磨霊園は、1923（大
正 12）年に開設された公営墓地。
1934（昭和９）年に東郷平八郎（②
下）が埋葬されたことを機に利用者
が大幅に増えました。多磨霊園には
直方以外にも、著名な研究者（③：
仁科芳雄・朝永振一郎）・作家（④：
北原白秋）・芸術家（⑤：岡本太郎）・
政治家（⑥：高橋是清）・軍人（②上：
山本五十六）等、多数の方々が眠っ
ています。
右図中の多磨霊園の南西側にある

高まりは、浅
せんげんやま
間山です。この山の地

質は、主に多摩丘陵に分布する御殿
峠礫層から成っています。御殿峠礫
層は、周辺の武蔵野台地の立川面
（形成年代・約４～ 1.5 万年前）よ
りも、古い地層（約 50 万年前）。浅
間山は、多摩川によって削り残され
た「残丘」という地形です。お墓参
りを兼ねたフィールドワーク、いか
がでしょうか？

さいたま市
＝浦和＋大宮＋与野＋岩槻

（編集長・小林政能）

P.45、図４キャプション追加
図４　銅戈・銅鐸出土分布
日本列島に分布する主な銅戈と銅鐸。柳沢遺跡が一括埋納の分布圏東
端であり、九州型銅戈は近畿圏（瀬戸内中部より東）には出土例が今
のところない。（長野県埋蔵文化財センター作図を一部加工）
P.45、中段・１～２行目追加
い、研磨整形の仕上げは千曲川沿いに10kmほど上流にある長野市松原

2025 年７月号（通巻 634）で、誤りがありました。訂正して、お詫び申し上げます。

①①

地理院地図＋基盤地図情報（2025年７月取得）地理院地図＋基盤地図情報（2025年７月取得）

浅間山

山﨑直方の墓（側面墓碑銘）山﨑直方の墓（側面墓碑銘）山﨑直方の墓（正面）山﨑直方の墓（正面）

岡本太郎の墓岡本太郎の墓

②②

③③

④④

⑤⑤

⑥⑥

多磨霊園多磨霊園

多磨駅多磨駅

西
武
鉄
道
多
摩
川
線

西
武
鉄
道
多
摩
川
線

200m200m

小金井市小金井市 府中市府中市
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広島・長崎
戦前・原爆・戦後

 空中写真と地図の伝承録

米国国立公文書館所蔵米軍撮影
空中写真
太平洋戦争末期、サイパンの基地に配備された第３
写真偵察戦隊は、B-29 を写真偵察専用に改造した
撮影機 F-13 を用いて、1944（昭和 19）年 11 月から
日本に対して写真偵察を始めました。（中略）長崎の
被爆者の方の証言の一つに「原爆の翌日に B-29 が飛
んできて、また原爆を落とされるのではないかと思っ
た」とあります。これは偵察に飛んできた F-13 を
目撃されたことと推察されます。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　（本文より）

●ご注文方法 ●お問い合わせ

日本地図センター
ネットショッピングサイト

□本書の特徴
◆広島と長崎の街を戦前・原爆前後・戦後・現代に分け、空中

写真と地図で比較
◆地域ごとの詳細比較で、都市の変遷と記憶を可視化
◆米軍偵察写真・戦前地形図・戦後復興写真・最新立体地形図

ほかを収録

□おもな内容
【広島編】

◆1925 年から 2025 年まで、広島市中心部を 8 つの年代で比較
◆1945 年 9 月 7 日、爆心地周辺・広島城周辺の大縮尺写真

ほか
【長崎編】

◆1924 年から 2025 年まで、長崎市中心部を 7 つの年代で比較
◆1945 年 9 月 7 日、爆心地周辺・長崎駅周辺の大縮尺写真　
　ほか


